
３ いじめ防止全体計画

い じ め 防 止 全 体 計 画
奄美市立小宿小学校

関係諸法令 学 校 教 育 目 標 本校の校風・伝統

基本目標 基本目標 生徒指導の目標 めざす子ども像
から めざす子ども像から

○ 学級担任を中心に，学年 → → ○ 児童の日常生活の実態を ← ← ← ← ① 自ら学び，豊かに表現で
および学校全体による指導 把握し，全職員が一丸とな きる子ども
を推進する。 り「一人一人の心に響く生 ② 思いやりの心をもち，協
○ 教科・道徳・特別活動の 徒指導」の展開に努める。 働しあう子ども
充実を図り，それぞれの領 ③ 進んで体力作りに励み，
域の中で生徒指導の機能を 粘り強く頑張る子ども
果たす。 いじめ防止の目標 ④ 自らを律し，正しい行い
○ 個に応じた指導を有効に ができる子ども
するために児童との心の交 いじめや不登校児の早期発見と適切な指導の徹
流を深める。 底に努める。

全体で取り組むべき具体的対策

（１）年２回は，学校生活アンケートを実施し，児童のいじめの実態の把握と解
決を図る。

（２）４月と９月の年２回の「いじめ問題を考える週間」に取り組む。
（３）学級通信等を利用し，いじめ防止の家庭への啓発。
（４）研修を通していじめ防止へ向けた職員の共通理解と対応方法を確立する｡

教育相談 特別活動 読書指導 生活指導

目 標 目 標 目 標 目 標
○ 一人一人の子ども ○ 集団や社会の形成者としての見方・ ○ 読書の楽しさを知り ○ 日常生活における
の姿を正しくとら 考え方を働かせ，様々な集団活動に自 進んで本を読もうとす 基本的な生活習慣の
え，子どもの健全な 主的，実践的に取り組み，互いのよさ る子どもの育成を図る｡ 確立・定着を図る。
育成を図る。 や可能性を発揮しながら集団や自己の

生活上の課題を解決することを通して

資質・能力の育成を図る。

具 体 策 具 体 策 具 体 策 具 体 策

○ 学校生活アンケート ○ 話合い活動，クラブ活 ○ 学年の発達段階に合わせ ○ 学校生活アンケート
をもとに子どもの悩み 動，係活動，委員会活動 て「いじめ」に関する本の の内容を検討し，実
を把握し，定期教育相 などを通して，個性の発 読み聞かせ等を行う。 施，集計をする。その
談で子どもへの共感的 揮を図るために，お互い 結果をもとに，対応策
理解と受容の立場を取 認め合うような相互評価 例－「わたしの妹」など を検討し全体に諮る。
りながらその解決にあ を必ず取り入れる｡ ・いじめ問題を考える週間

たる。 での取組

保健的活動 道 徳 人権同和教育

具 体 策 具 体 策 具 体 策

○ 心身ともに健康な生 ○ 道徳の学習を通して， ○ だれに対しても分け
活を送れるように支援 人権感覚を養う。 へだてなく行動し，仲
していく。 ・ 授業参観の実施 間とのつながりを高め

・ 登校状況（月例報告） ・ 各週間での授業の実施 る。
・ 保健室の利用状況 （県民週間・人権週間） ・ 人権標語の校内掲示
・ 悩み相談 ・ 人権同和教育の視点

に立った授業の実践

家庭・地域

地域社会 ＰＴＡ 関係機関・団体

○ 子どもの健全育成をめざ ○ 早期発見・早期解決のために ○ 早期発見・早期解決のた
して，よりよい環境作りを 学校との連携を密にするととも めに，必要に応じて，教育
進めるとともに「地域みん に，日頃から子どもとの会話の センター，児童相談所，民
なの子ども」という視点に ある温かい親子関係を築く。 生委員，駐在所などとの連
立った指導を推進する。 携を図る。


